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実施学年：5年生
児童数：６３人（２学級）
実施教科：家庭科
実施時間数：10 時間
（授業６時間、課外 4時間）

身の回りを気持ち良くしよう身の回りを気持ち良くしよう
～マイファミリー大作戦パート７～～マイファミリー大作戦パート７～

５年教室（１組，２組）
廊下・階段，玄関，体育館，水飲み場（手洗い場）　等

秋田市旭北小学校

(1) 生活を見つめ，追究課題をつかむ段階：校内で汚れ調べを行い，毎日清掃している場所でも汚れが残っ
ていること，場所によって汚れの種類が違うことなどに気付く。目視による観察の他に，セロテープや機器
による観察も取り入れながら，ハウスダストや細菌などが病気の原因となることも知らせ，清掃の必要性を
十分理解し，実践への意欲をもつ。汚れの種類とそれに応じた清掃の仕方については，実験も行い実感を伴
う理解とする。また，身につけた清掃技能を基に，快適な環境を工夫する意欲を持つ。また，家庭でも清掃
の工夫や気を付けていることを取材することで，新たな課題を見出し，学習終了後には，成果を家庭生活に
生し，家族の一員として住まい方を考え，気持ちのよい家庭生活をつくり出そうとする。
(2) クリーン作戦の計画を立てる段階：資料をもとに基本的な手順と使う道具等を考える。市販の清掃用具
や洗剤に頼るだけでなく，不用品を活用する等も工夫し，環境意識を高める。古布や歯ブラシ，割りばし，
古紙等も積極的に利用する。また，家庭での清掃の工夫や環境づくりに対する取材を紹介し合い，クリーン
作戦の計画づくりに生かす。
(3) クリーン作戦をもとに実習を行う段階：計画をもとに清掃を行う。実習の様子は，ビデオカメラやデジ
タルカメラで記録しておき，自分たちの工夫を他に紹介し，互いの清掃の仕方のよさを認め合い・吸収し合
いながら，気持ちよい環境をつくる工夫に気づく。なお，環境に配慮した実践（不用品の活用，エコロジー
など）や気持ちよい住まいへの実践（掲示や飾りなど）が見られた場合は，積極的に自分たちの取り組みに
生かすようにする。

ＰＣ，デジタルビデオカメラ，デジタルスチルカメラ，ビデオプロジェクター，ＩＣレコーダ

児童が清掃に活用すると想定される材料（古着，歯ブラシ，割り箸，重曹水，つまようじ　等）

○快適な住まい方に関心をもち，身の回りを気持ちよくしようとする。（関心・意欲・態度）

○汚れや材質に応じた清掃の仕方を考え，気持ちのよい住まい方を工夫できる。（生活を創意工夫

する能力）

○汚れや材質に応じて，清掃用具や洗剤を適切に使い，清掃ができる。（生活の技能）

○汚れの原因や清掃の必要性，汚れや材質に応じた清掃の仕方が理解できる。（知識・理解）

実践は，「身の回りを気持ちよくしよう」をテーマに，普段
生活している学校の環境や清掃活動を見つめ直し，自ら問
題を発見し，探究的な学習を行うことを通して，快適な住
まいづくりへの関心・意欲を高め，清掃の仕方や気持ちよ
い住まい方を工夫する能力，汚れや材質に応じた清掃の仕
方の理解や技能の獲得等をねらったものである。また，学
習過程を工夫することによって，学校での学習を家庭生活
に生かすこともねらった。（ガイドライン (4)「住まいと環境」
に対応）
「生活を見つめ，課題をつかむ段階」では，校内の汚れ調べ
をし，清掃の必要性を実感し，実践意欲をもたせるように
した。身の回りを気持ちよくするという視点をもとに，清

掃技能を身に付けるだけでなく，快適な環境を自分たちで
工夫してつくろうとする意識にまで高めるようにした。「計
画を立てる段階」では，汚れに応じた清掃手順や道具等を
考えるようにした。不用品の活用から，環境意識も喚起す
るようにした。家庭における清掃の工夫や環境作りについ
て取材したことを紹介し合う活動を設定し，一人一人の計
画立案に生かすようにした。「実践段階」では，計画に基づ
いて清掃活動を行い，ビデオカメラ等でその様子を記し，
発表活動に活用するようにした。実践を紹介し合う段階で
は，互いの清掃の仕方のよさを認め合いながら，気持ちの
よい環境をつくる工夫についてまとめるようにした（これ
は，他学年の「清掃マニュアル」ともなる）。



場所・授業数 概要 活動の様子 反応
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学習の流れ

10分

1時間

■身の回りの汚れに関心をもち，進
んで追究課題を見出す。

○教室や廊下など，気になる身の回
りの汚れを出し合う。

○出てきた気になる身の回りの汚れ
を調べる方法を考える。

　・目視

　・セロテープでの観察

　・機器での観察

○気になる汚れを場所や種類に応じ
て分担して調べる。

◆身の回りの汚れに関心をもつこと
ができたか。

・体育館のドアの溝に，
ほこりや砂がたくさん
あった。溝のごみはと
てもとりにくかった。

・くつ棚の中や下にほこ
りがあって，虫もいた。

・水飲み場に，水あかが
あった。

・ほこりがたくさんあっ
てびっくりしました。

・たくさん発見できてよ
かったです。

10 分

教室

教室

校舎内各所

■場所によって汚れ方のちがいがあ
ることに気づく。

○前時の学習で調べた汚れ調べの結
果をもとに，気になる汚れの種類
や原因などについて考える。

○気になる汚れを除去したり，汚れ
をひどくしないための清掃の必要
性について話し合ったりする。

○毎日清掃をするのはなぜかを考え
る。

◆場所による汚れ方のちがいに気づ
いたか。

・いつもそうじをしてい
るのに，こんなに汚れ
ているとは思わなかっ
た

・水飲み場は殺風景で暗
かった。

○わが家の清掃や環境づくりにつ
いて，家の人に取材してまとめ
る。

・私が知らない工夫を家の
人がしていることを
知った。

■汚れの種類や場所に応じた清掃
の仕方が分かり，クリーン作戦
の計画を立てる。

○清掃の仕方を考える。
　・はく　・はたく
　・吸い取る　・ふく
○わが家の清掃やごみについて取
材したことを紹介し合う。

○クリーン作戦の計画を立てる。
◆汚れや材質に応じた清掃の仕方
が分かり，クリーン作戦の計画
を立てることができか。

・今日はいろいろな意見
が出て面白かったで
す。重曹の　使い方も
知ること　ができた。

・大作戦で使う物等を整
理できたのでよかっ
た。

・重曹や古着，新聞紙な
どを使うことにしまし
た。また，飾りをつけ
て，少しでも明るくし
たいです。

5 分

教室

教室

■ねらい　○主な学習活動　◆評価



場所・授業数 概要 活動の様子 反応
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家庭

課外１時間

○クリーン作戦に必要な物を準備し
たり、制作したりする。

　・清掃用具の準備（古着、歯ブラシ、
重層水、割り箸等）

　・清掃手順の確認

・古着などたくさん集
まった。どんな風にき
れいになるか楽しみで
す。

■自分たちのクリーン作戦計画を
もとに身の回りを気持ち良くする
清掃活動を行う。
○グループごとにクリーン作戦を
実行する。（身支度を整える、ク
リーン作戦の実行、後片付けをす
る）
○振り返りをする
◆計画をもとに身の回りを気持ち
良くする清掃ができたか

教室

校内各所

5時間目

学校・家庭

課外 1時間

教室

6時間目

学校・家庭

課外 1時間

・体育館前の溝を掃除し
てみて，手順通りにやっ
たらしっかり汚れが落
ちたのでよかったです。
このままきれいさが保
つといいと思いました。

・今日は窓の普段見ない
所をやりました。真ん
中の所にすごくたまっ
ていました。家でもやっ
てみたです。

○発表の準備をする
・役割分担，発表原稿の作成，　発
表練習，スライドの作成

・準備をしっかりできま
した。

■身の回りを気持ちよくする様々な
清掃の仕方が分かり，自分の生活
に生かそうとすることができる。
○クリーン作戦の様子を紹介し合
う。

・教室グループ　・音楽室グループ
・体育館グループ
・児童玄関グループ
・階段・廊下グループ
○清掃と健康についての意識を高め
ることができるような話を聞く
（話：保健主事）。
○気持ちのよい環境をつくる工夫に
ついて話し合う。
○家でのクリーン作戦の実践計画を
立てる。

・「家庭実践カード」に，それぞれ
のグループの取り組み発表から学
んだ事柄も取り入れながら，自分
の家で実践する活動の計画を立て
る。
◆身の回りを気持ちよくする様々な
清掃の仕方が分かり，自分の生活
に生かそうとすることできたか。

・みんなの発表は，たくさ
ん参考になりました。家
でもそのことを生かした
いです。

・すき間などは，「竹ぐし」
や「つまようじ」でとる
とよいと分かった。

・今日は発表をしました。
うまく言えてよかったで
す。

○取り組みの質を高める。
・毎日の清掃活動に生かす。
・わが家のピカピカ大作戦を実　践
する。

・大変だったけど，砂や
ほこりが出てきて，や
りがいがあった。
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児童の作品

先生の声

実施に当たり工夫した点

苦労した点

●「環境に配慮した生活の工夫」の学習との関連を図り，市販の清掃用具や洗剤をできるだけ使
わないで工夫して清掃するなど，先人の知恵や児童の発想を生かして不用品を活用したりするこ
とによって，住まい方に対する関心を高めるようにした。
●「家庭生活と仕事」の学習との関連を図ることよって，家庭での清掃体験を通して，家族の気
持ちを考えて実践する喜びや家族とのかかわりを深めることができるようにした。

●どのグループの発表もとてもすごかったです。家でも使えると思ったのは，茶室の掃除の仕方
です。家のたたみの部屋にも使えると思いました。手作りのハタキも作って利用したいです。やっ
ぱり，どこの場所も，毎日掃除をしたり，たまには決めて掃除をしたりした方がいいんだなと思
いました。ゴミがたまりやすい所も分かったし，家でほこりやゴミがありそうな所を，よごれ調
べをしてみようと思いました（「児童のまとめ」から）。
●この学習で獲得した知識や技能，意欲等が，学校生活における毎日の清掃活動に生かされ，子
どもたちの清掃の質が高まった。このため，細かい部分にまで目を配り，用具なども工夫しながら，
丁寧に掃除をする様子が見られるようになってきた。

児童・生徒の反応

教師の変化
●学校で身に付けた知識や技能を，家庭生活でも生かしていくように，家　庭実践シートを準備
して必ず取り組むようにしてきた。そのことを，家　の人からの感想を聞いたり，学級の友達に
紹介したりして，達成感や満　足感を感じながら，生活に生かす楽しさを味わう姿を目にして，
家庭科　の指導の意味や面白さを感じることができた。さらに，問題解決的な学　習や探究的な
学習を設定することにより，子どもたちは主体的に活動に　取り組み，意欲を高めていくように
なっていく姿を感ずることもできた。

＜児童の感想＞●ベランダ
の掃除をして意外と大変だというこ

とがわかりました。一番びっくりしたのは、

ベランダの手すりみたいなところに多く水あか

などがついていたことです。これからもしっかり

細かいところまでそうじをしていきたいと思いまし

た。●思ったよりとれそうなところがとれにくかっ

たです。あと、すき間はわたごみが多かったです。

みぞには、砂などもありました。●とくに、きた

ない！というイメージはなかったけど、そ
うじをするうちに、どんどんキレイに

なってびっくりしました。

「わが家のピカピカ大作戦」として子どもたちが家庭で実践した事例をまとめた報告書の一例




